
沖縄総合事務局 
 

第１回「国有財産の有効活用に関する地方有識者会議｣ 

【 議 事 要 旨 】 
 
第１回「国有財産の有効活用に関する地方有識者会議｣を次のとおり開催した。 
 
１．日時：平成 19年 1月 19日（金）10:00～11:40 
 
２．場所：沖縄総合事務局特別会議室 
 
３．出席者（敬称略） 
 （メンバー） 

玉 那 覇 兼 雄（ 座長 ） （社）日本不動産鑑定協会理事 
上 間  豊 春      那覇市都市計画部長 
臼  井   栄      沖縄県土木建築部建築都市統括監 
小 野  啓 子      沖縄大学法経学部助教授 
金 城  榮 秀      沖縄県土地家屋調査士会会長 
高  嶺   晃      北中城村参与 
松 川  洋 明      浦添市都市計画部長 

 （沖縄総合事務局） 
福 井  武 弘      沖縄総合事務局長 
酒 井  慎 一      財務部長 
知 花  賢 昇      管財総括課長 
當 銘  保 光      統括国有財産管理官 
ほか 

 
３．議事経過 
（１）沖縄総合事務局長より開会の挨拶の後、財務部長から資料により次の説明を

行った。 
   ①経緯・趣旨等について 
   ②沖縄における宿舎の移転・再配置について 
  ③今後のスケジュールについて 
（２）議事において、メンバーから出された主な意見は次のとおり。 
○ 自治体にとって、公務員宿舎の移転が税収面や街づくりなどに影響するの

で、移転・再配置計画を検討するにあたっては、地域の実情も考慮すべきで

ある。 
   ○ 宿舎の移転・再配置計画に関係する今後の動向として、国の行政機関の独

立行政法人化及び民営化への動きなども踏まえる必要があるのではないか。 


